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地域ケア推進会議　報告書

1.開催日時 (木)

2.会場

3.主催センター ・ ・

4.参加人数

8 人 1 人

1 1 人） 4 人

人 人 人

1 人 人 3 人

（ 障がい者関係　　2人 ）

6.開催テーマ

8.会議の内容

9.課題に対する対応策・
今後の地域での展開

10.その他

忠生1 忠生2

3月16日開催の本会議に向けて最終的な打ち合わせ。
・参加申込者を確認しグループワーク時のグループ分けを行う予定だったが参加人数が伸
び悩んでいるため、参加申し込みの締め切りを3月11日１７：００まで延長することとなった。
・2月29日現在の申し込み状況。会場参加→14名、オンライン参加→12名、どちらか決めて
いない人→1名。
・当日のタイムスケジュールの確認。
・本会議までに行うことの確認。3月6日に講師の町田市防災課井上氏、西村医師、医療と
介護の連携支援センター、忠生第1、第2高齢者支援センターで当日の講話内容、資料につ
いて確認を行う。

20人

5.参加者内訳

人　　　（うち、医師

支え合いの町忠生「災害と感染症の中での私たちの暮らし」

（１）課題設定の背景

医療と介護の連携支援センター 確認日 3月　11日

（２）検討した地域課題
7.地域課題

災害時に行政の支援が届かないであろう72時間を、地域住民がどのように行動した
ら生活を継続できるのか。

防災講話を聞いた後に、個人や地域で取り組むことができる、自助・共助に関わる取り組み
等についてを話し合いを行う。話し合った内容は本会議内で発表し参加者間で共有する。
本会議で話し合った内容は、昨年同様地域向けにたよりを作成し、地域に向けて発信を行
う。

災害時の自助・共助への備えについて、全体的に見るとまだまだ意識が低く、備え
を実行していない現状がある。災害時には救急・消防・警察も来ることができないこ
とを知り、それぞれで実行できる自助について知恵を出し合い、それぞれの立場で
どのような協力ができるのかを検討し、実行に移していく必要がある。
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